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主催：地域防災施設鶴見川流域センター　共催：連携鶴見川流域ネットワーキング　協力：公益財団法人　横浜市体育協会

日時：2015年 10月 10日（土）9：45～12：30日時：2015年 10月 10日（土）9：45～12：30
※雨天時等で中止の場合は 10/12（月・祝）に延期　＜当日朝 8：00 までに連絡します＞

集合場所：地域防災施設鶴見川流域センター・1階コミュニティールーム
実施場所：鶴見川多目的遊水地（新横浜公園）
定　　員：小学校１年生以上・20 名と保護者（小学生は保護者同伴）
参 加 費：300 円（保険代・資料代） ※生きものは持ち帰れません

服　　装：長そで、長ズボン、帽子、軍手着用でご参加ください

　鶴見川下流域を水害から守る大切な機能を果たす「鶴見川多目的遊水地」は、

様々な生きものたちが暮らす都市の中のオアシスでもあります。

　その遊水地でバッタ観察会と治水機能の学習を行います。

今まで知らなかった遊水地の新たな一面が見られるかな？
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　　　　　バッタがいっぱい！
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鶴 見 川 流 域 セ ン タ ー
鶴見川の流域はバクの形
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駐車場
あります

〒222-0036 横浜市港北区小机町2081 

ホームページ http://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/keihin00490.html

    　＜お申し込み・お問い合わせは＞
　自然・治水・防災を楽しく学べる

　地域防災施設 鶴見川流域センター
　TEL:045-475-1998　FAX:045-475-1999
  email:waku2tsurumi@ktr.mlit.go.jp

（火曜休館10:00～17:00）
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【昼　 食】イベント開催時は 1Fコミュニティルームを昼食の場所として開放します。

　　　　 お気軽にご利用ください。時間12:00～13:00

　　　　 （但し他の事業予定があるときは不可）

【センター来館】小学校 3 年生以下は、保護者同伴でご来場ください。

【飲み物】給水施設はありませんので、各自お飲み物をご持参いただくか、

　　　　 自動販売機をご利用ください。

鶴見川多目的遊水地見学会と鶴見川の生きもの観察（バッタ編）申し込み
申込者TEL

申込者FAX
申込者氏名 申込者住所

● 参加者全員のお名前をご記入ください。※参加者がお子様の場合は年齢（または学年）も必ずご記入ください。
　※小学生は保護者同伴です。

※参加に伴う個人情報の取り扱いにつきましては、本企画の実施に限り使用させていただきます。
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地域防災施設鶴見川流域センターにようこそ 

センターのご利用について

鶴見川流域図

鶴見川流域 市境 区境

バクの流域水族館

　鶴見川流域には 60 種以上の魚たちやエビ・カニなど

の生きものがくらしています。センターには現在３６種

の生きものが展示されています。ザリガニのタッチ水槽

もあり、いつでも皆様の来館をお待ちしています。

１０月１日よりバクコインの運用方法が少し変わります。

　バクコインは子どもたちに大人気。流

域センター内で剪定した木の枝を薄く

カットして、作ったものです。1 枚で 1

バクです。友の会と同様、20 バクたま

ると参加賞と交換できます。（友の会ポイ

ントと合算はできません。）

　従来のプレゼント条件は、友の会ポイントと同様で

したが、以下に変更します。対象は未就学児童ですが、

希望があれば小学生も OK。センターに行って、ど

んどんバクコインをためましょう。

〇生きものさがし　1 日 1 回チャレンジ　全問正解者に 1 バク

〇お話し会などイベントに参加すると　1 バク

〇水マスタイムに参加すると　1 バク
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FAX: 045-475-1999　TEL:045-475-1998

（水族館は市民団体のボランティアで運営されています）

【１０月のテーマ】　生物多様性（生きもののにぎわい）

　鶴見川流域にはたくさんの生きものが暮らしていますが、特定外来生物に指定され

ているアレチウリのように、在来種に悪い影響を及ぼす植物や生きものが増えていま

す。水マスの目指す、子どもたちが魚とりやバッタとりができる健全な水辺や森へと再

生させる事業が各地で実践されています。

　鶴見川流域では、市民・企業・行政が力を合わせて、水害のない安全で安心な、

いろいろな生きものがくらす素敵な水辺や街を作ろうと、「鶴見

川流域水マスタープラン（略称：水マス）」を進めています。流

域センターでは展示やイベントを通して、楽しく水マスをマスタ

ーすることができるんです。
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鶴 見 川 流 域 セ ン タ ー （火曜休館10:00～17:00）　〒222-0036 横浜市港北区小机町2081 

email:waku2tsurumi@ktr.mlit.go.jp　ホームページ http://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/keihin00490.html

自然・治水・防災を楽しく学べる

地域防災施設 鶴見川流域センター


